































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1０６１０５１０４１０３１０２ ０ 0０ 9９９８９７ 9６ 9５９４９５ 9２９１
九
牛
が
一
毛
（
唐
船
光
悦
）
同
（
毛
）
同
（
誉
）
九
牛
カ
ー
毛
（
諺
）
昨
日
の
花
は
け
ふ
の
ゆ
め
（
葵
上
光
悦
）
きのふはけふのむかし（毛）
昨
日
の
淵
は
今
日
の
瀬
（
飛
鳥
川
大
観
）
君
は
ふ
れ
臣
は
水
（
養
老
光
悦
）
（
国
栖
大
観
）
狂
人
は
し
れ
は
不
狂
人
も
は
し
る
と
か
や
（
関
寺
小
町
光
悦
）
同（毛）同（世）狂人狂へぱ不狂人も狂ふ（警）
狂人走レバ不狂人モ走ル（諺）
愚
人
夏
の
む
し
の
火
を
け
さ
ん
と
飛
入
（
経
政
光
悦
）
愚人なつのむし（毛）愚人夏のむし飛んで火に入る（世）
愚人夏ノ虫飛テ火二入（諺）
蛛
の
家
に
あ
れ
た
る
駒
は
つ
な
ぐ
（
鉄
輪
光
悦
」
蝸
牛
の
角
の
争
ひ
（
頼
政
光
悦
）
同
（
世
）
蝸
牛
ノ
角
ノ
争
（
諺
）
勧
学
院
の
雀
は
蒙
求
を
さ
へ
づ
る
（
頼
政
光
悦
）
同
（
毛
）
同
（
世
）
同
（
響
）
勧
学
院
ノ
雀
〈
蒙
求
ヲ
噸
ル
（
諺
）
外
面
は
菩
薩
に
似
て
内
心
は
夜
叉
（
現
在
七
面
大
観
）
外面似菩薩内心加夜叉（譽）
故
郷
へ
は
錦
を
き
て
帰
る
（
実
盛
光
悦
）
かへるには仁しきてゆく（毛）古郷へは錦をきる（世）
故郷へは錦着て帰れ（臂）故郷一一〈繍ヲキテヵヘル（諺）
恋
の
重
荷
（
恋
重
荷
大
観
）
氷
は
水
よ
り
出
て
水
よ
り
も
さ
む
く
（
檜
垣
光
悦
）
同
（
毛
）
子
を
思
う
闇
の
夜
鶴
（
木
賊
大
観
）
三
界
は
水
の
上
の
泡
（
鐘
埴
光
悦
）
鹿
の
角
に
蜂
が
さ
い
た
（
車
僧
大
観
）
し上のつのをはちのさしたることし（毛）
5９
123 ⑪倫言出でかへらねば（蝉丸大観）（小鑿大観）ｌ帝の仰
倫言汗のごとく（一一一人夫Ｉ能）同（毛）同（世）
倫言は加レ汗（臂）
皿
籠
鳥
は
雲
を
こ
ひ
帰
雁
は
友
を
忍
ぶ
（
檜
垣
光
悦
）
ろ
う
て
う
ぐ
屯
を
こ
ふ
（
毛
）
籠
鳥
の
雲
左
乞
ふ
（
臂
）
1２０１１９１１８１１７１１６１１５１１４１１３ 1２１１１１１０１０９ 0８１０７利
光
同
塵
結
縁
の
始
（
蟻
通
光
悦
）
（
加
茂
光
悦
）
し上の角を蜂のさせる（世）
し
し
よ
う
な
き
手
柄
（
熊
坂
大
観
）
し
し
や
う
な
き
て
が
ら
（
毛
）
四
鳥
の
別
（
隅
田
川
光
悦
）
ｌ
親
子
の
悲
し
い
別
れ
の
た
と
え
四鳥のわかれ（世）同（臂）四鳥ノ別（諺）
日目上に明らかなれど雲霧を覆ふ（楠露大観）
生
死
長
夜
（
隅
田
川
光
悦
）
（
安
毛
大
観
）
大
悲
の
利
剣
（
海
士
光
悦
）
蟷
螂
が
斧
（
善
界
光
悦
）
（
夜
討
曾
我
大
観
）
同
（
世
）
蟷螂が斧を取て龍車に向（毛）
蟷螂が斧を以て隆車に向ふが如し（臂）蟷螂ガ斧（諺）
電
光
石
火
（
柏
崎
大
観
）
と
ふ
鳥
も
地
に
お
ち
歳
陽
宮
光
悦
）
飛
鳥
も
落
つ
る
勢
ひ
（
臂
）
難
波
の
蘆
は
伊
勢
の
浜
荻
（
蘆
刈
大
観
）
同
（
能
）
似
合
は
い
僧
の
腕
立
て
（
熊
坂
大
観
）
同
（
世
）
薄
氷
を
ふ
む
（
立
田
光
悦
）
（
天
鼓
光
悦
）
同
（
毛
）
羊
の
歩
承
隙
の
駒
（
砧
大
観
）
（
百
万
大
観
）
盲
亀
の
浮
木
（
実
盛
光
悦
）
（
鶴
大
観
）
や
け
野
の
離
子
よ
る
の
鶴
（
唐
船
光
悦
）
同
（
臂
）
ろ
う
て
う
ぐ
屯
を
こ
ふ
籠鳥ノ雲ヲ恋（諺）
焼野ノ雄子夜ノ鶴（諺）
以
上
、
謡
曲
の
こ
と
わ
ざ
百
二
十
四
例
を
あ
げ
た
が
、
狂
言
の
こ
と
わ
ざ
と
童復するのは二十五例である。それらのことわざは口調もよく、室
町時代にはよく使われ、普遍的なものであったと考えてよいであろ
う。紙数の関係上、ことわざに近い周辺のものとして、漢籍の故事や
詩句、あるいは漢訳仏典からとられたものについて論を進めること
が
で
き
な
か
っ
た
。
狂一一一一口、室町時代物語集、謡曲と室町期のことわざについて考えて
きたが、次の作業として、謡曲とつながりの深い古浄瑠璃のことわ
ざを抜き出しているので別の機会に発表したいと思う。
2４（注１）日本文学大辞典「ようきよく」の項、藤村作編新潮社
（注２）解釈と鑑賞、第二六九号一一ページ、安藤常次郎
（
注
５
）
謡
曲
、
狂
言
、
花
伝
書
（
日
本
古
典
鑑
賞
講
座
）
三
四
ペ
ー
ジ
（注４）国語学辞典（東京堂）「ことわざ」の項
（石川県立松任農業高校教諭）
利光同塵（能）
猿
猴
が
月
に
あ
ひ
を
な
し
（
善
界
光
悦
）
同
（
毛
）
同
（
世
）
猿猴が水の月を楠んとするが如し（能）
猿猴力月ヲ捉（諺）
身に及ばぬ企ての愉へとして用いられる。
五
、
お
わ
Ｄ
に
4０
